
Title 蔵役人福沢百助をめぐる大坂文壇
Sub Title Fukuzawa Hyakusuke and a literary circle in Osaka
Author 佐藤, 一郎(Sato, Ichiro)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1980

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.40, (1980. 9) ,p.90- 108 
JaLC DOI
Abstract
Notes 特集・文学と都市
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00400001-

0090

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


蔵
役
人
福
沢
百
助
を
め
ぐ
る
大
坂
文
壇

佐

藤

W
ハ
ド

白
広

一
、
福
沢
家
・
慶
応
義
塾
と
大
阪

福
沢
諭
吉
は
蔵
役
人
福
沢
百
助
（
一
七
九
二

1
一
八
三
六
）

の
次
男
と
し
て
天
保
五
年
（
一
八
三
五
）
、
大
坂
中
津
藩
蔵
屋
敷
で
生
れ
た

が
、
天
保
七
年
六
月
父
が
急
逝
し
た
た
め
、
母
阿
順
、

一
兄
三
姉
と
と
も
に
豊
前
中
津
に
戻
っ
て
い
る
。
し
か
し
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

ふ
た
た
び
大
坂
へ
出
て
緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
入
門
し
て
か
ら
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
ま
で
、
ほ
ぽ
一
貫
し
て
大
坂
で
蘭
学
の
勉
学
を
つ
づ

け
た
。福

沢
家
と
大
坂
と
の
関
係
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
父
の
百
助
は
そ
の
生
涯
の
活
動
期
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
蔵
役
人
と
し
て
大
坂
に
過

し
、
河
北
展
生
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
天
保
六
年
に
は
上
士
の
職
で
あ
る
御
留
守
居
代
を
勤
め
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
兄
の
三
之
助
も
数
年
間

蔵
役
人
の
任
に
あ
っ
た
。
福
沢
家
と
大
坂
と
の
関
係
は
、
ま
こ
と
に
因
縁
浅
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
明
治
以
降
、
学
問
と
文
学
の
分
野
に
限
定
し
て
考
え
て
み
て
も
、
慶
応
義
塾
の
教
授
に
は
『
大
阪
市
史
』
八
巻
の
編
集
主
任
の
宰

田
成
友
、
池
田
弥
三
郎
名
誉
教
授
の
師
で
あ
る
折
口
信
夫
、
ま
た
『
大
阪
』
『
大
阪
の
宿
』
の
作
者
水
上
瀧
太
郎
が
あ
る
。
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今
日
の
大
阪
を
考
え
る
に
は
阪
急
の
小
林
一
三
、
商
工
会
議
所
会
頭
の
杉
道
助
（
吉
田
松
陰
と
お
な
じ
く
杉
家
の
出
）
な
ど
の
名
を
逸
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
大
阪
の
町
を
歩
い
て
い
る
と
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
人
び
と
と
交
渉
の
あ
っ
た
多
く
の
学
者
・
文
人
の
遺
跡
が
あ

り
、
大
阪
の
文
化
伝
統
に
つ
い
て
反
省
す
る
契
機
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（二〉

武
士
と
町
人

江
戸
時
代
の
大
坂
は
、

日
本
第
一
の
商
業
都
市
で
あ
っ
た
。
堺
の
自
由
市
の
気
風
を
継
承
す
る
町
人
の
町
で
あ
る
。
京
都
に
は
天
皇
が
お

り
、
江
戸
に
は
将
軍
が
い
た
が
、
大
坂
に
は
松
平
忠
明
（
奥
平
信
昌
の
四
男
）
以
降
城
主
は
な
く
、
五
J
六
万
石
程
度
の
譜
代
大
名
か
ら
城

代
が
、

一
j
二
万
石
程
度
の
譜
代
大
名
か
ら
京
橋
口
定
番
と
玉
造
口
定
番
が
、
三
J
四
万
石
程
度
の
譜
代
大
名
か
ら
山
里
加
番
、

一l
ご
万
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石
程
度
の
お
な
じ
く
譜
代
大
名
か
ら
中
小
屋
加
番
・
青
屋
口
加
番
・
雁
木
坂
加
番
が
選
ば
れ
、
旗
本
か
ら
大
番
が
十
組
か
ら
十
二
組
、
千
石

ー
三
千
石
程
度
の
旗
本
か
ら
町
奉
行
が
二
人
選
ば
れ
交
替
で
行
政
に
当
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
大
番
に
は
与
力
・
同
心
が
付
属
し
、
町
奉
行

に
も
与
力
・
同
心
が
付
属
す
る
。

陽
明
学
者
で
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

の
大
塩
平
八
郎
の
乱
の
中
斎
は
、
大
坂
町
奉
行
与
力
で
二
百
石
取
り
の
地
役
人
で
あ
る
。
い
ま
も

造
幣
局
構
内
に
同
格
の
与
力
屋
敷
の
表
門
が
残
る
が
、
諸
藩
の
武
士
の
二
百
石
取
り
の
上
士
の
門
構
え
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
豪
壮

で
、
地
位
は
と
も
か
く
経
済
的
に
は
か
な
り
余
裕
の
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

武
士
は
以
上
の
ほ
か
諸
藩
の
蔵
屋
敷
の
蔵
役
人
が
い
る
が
、
町
人
層
に
対
す
る
比
重
は
数
の
上
で
も
権
威
の
上
で
も
低
く
、
大
坂
三
郷
は

惣
年
寄
以
下
町
年
寄
た
ち
の
自
治
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

か
つ
て
幸
田
成
友
の
下
に
都
市
研
究
史
上
の
名
著
『
大
阪
市
史
』
の
編
集
に
当
ら
れ
た
宮
本
又
次
氏
は
、
現
在
の
大
阪
研
究
を
代
表
す
る



学
者
で
あ
る
。
氏
は
「
大
阪
風
と
江
戸
好
み
」
（
『
大
阪
今
昔
J
町
と
人
J
』
所
収
）

の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
蔵
屋
敷
の
武
士
で
あ
る
御
留
守
居
役
は
年
頭
の
挨
拶
に
に
両
替
屋
へ
槍
・
は
さ
み
箱
を
持
た
せ
た
若
党
仲
間
を
つ
れ
て
礼
に
い
っ
た
。

そ
の
あ
と
で
両
替
屋
の
方
か
ら
蔵
屋
敷
の
方
へ
回
礼
に
い
く
習
慣
で
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
幕
末
の
大
阪
で
は
大
阪
城
の
中
へ
、
二

の
丸
に
さ
え
も
見
物
人
が
は
い
っ
て
見
物
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

よ
ほ
ど
平
民
的
な
都
市
で
あ
り
、
町
人
の
力
が
強
か
っ
た
町
と
い
え
よ

う
」
と
い
い
、

「
天
保
十
四
年
に

（
大
阪
城
の
）
第
四
回
目
の
大
修
繕
を
し
た
が
、
そ
の
時
は
大
阪
の
町
人
に
献
金
百
五
十
五
万
五
百
両
を

命
じ
て
い
る
。
町
人
の
富
力
で
城
を
復
旧
し
た
例
は
他
で
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
続
け
る
。

こ
の
大
坂
へ
各
藩
で
は
競
っ
て
有
能
の
土
を
派
遣
し
た
。
江
戸
時
代
も
降
る
に
つ
れ
て
戦
闘
警
備
役
の
番
方
よ
り
も
、
行
政
官
・
外
交
官

財
務
官
の
役
方
の
地
位
が
向
上
し
た
。

「
藩
当
局
も
大
阪
蔵
屋
敷
の
留
守
居
に
は
常
に
有
為
な
る
人
材
を
も
っ
て
任
じ
、
藩
政
府
は
こ
れ
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を
遇
す
る
こ
と
甚
だ
厚
か
っ
た
の
で
あ
る
」
（
宮
本
又
次
氏
「
大
阪
の
蔵
屋
敷
と
蔵
役
人
」
『
大
阪
の
研
究
』
第
三
巻
所
収
）
。

留
守
居
は
蔵
役
人
の
長
で
あ
り
、

一
藩
を
代
表
す
る
外
交
官
で
あ
り
、
財
務
官
で
あ
る
。
蔵
屋
敷
の
個
別
研
究
に
は
、
黒
羽
兵
治
郎
氏
の

「
加
賀
藩
の
蔵
屋
敷
制
度
」
（
『
近
世
の
大
阪
』
所
収
）
、

宮
本
又
次
氏
の
「
佐
賀
藩
蔵
屋
敷
の
史
料
紹
介
」
な
ど
が
あ
っ
て
、

い
く
つ
か
の

藩
に
つ
い
て
は
そ
の
詳
細
が
判
明
し
て
い
る
が
、
豊
臣
氏
以
降
、
大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
で
廃
嘘
と
化
し
た
大
坂
の
復
興
に
最
大
の
功
績
が

あ
る
松
平
忠
明
ゆ
か
り
の
中
津
藩
に
つ
い
て
は
、
さ
し
た
る
文
献
が
残
っ
て
い
な
い
。
幸
い
に
し
て
福
沢
本
家
よ
り
慶
応
義
塾
に
寄
贈
さ
れ

た
福
沢
百
助
の
『
呆
育
堂
詩
稿
』
。
『
需
芳
閣
文
章
稿
』
が
あ
り
、
中
津
藩
蔵
屋
敷
の
廻
米
方
と
し
て
の
日
常
生
活
と
そ
の
学
問
・
文
学
を
今

日
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
全
容
に
つ
い
て
は
『
史
学
』
（
三
国
史
学
会
）

に
連
載
中
の
訳
注
に
よ
っ
て
承
知
さ
れ
た
い
。

な
お
蔵
屋
敷
の
遺
構
と
し
て
は
、
天
王
寺
公
園
の
大
阪
市
立
美
術
館
裏
門
と
し
て
、
中
之
島
よ
り
移
築
し
た
旧
黒
田
藩
屋
敷
長
屋
門
が
あ

る
。
江
戸
の
大
名
屋
敷
の
門
と
は
造
り
を
異
に
し
、
門
そ
れ
自
体
が
巨
大
な
蔵
造
り
で
あ
る
。



（三〉

蔵
役
人
の
且A
ナ

問
と

文
旦4
十

最
初
に
『
大
阪
名
家
著
述
目
録
』
（
大
阪
府
立
図
書
館
・
大
正
三
年
刊
）

に
よ
っ
て
、
蔵
役
人
関
係
の
経
歴
・
業
績
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

奥
野
小
山

名
純
、
通
称
弥
太
郎
、
生
寛
政
十
二
年
、
残
安
政
五
年
八
月
二
十
日
、
年
五
十
九
。
世
々
瓦
町
に
住
す
。
幼
よ
り
学
を
好

み
、
業
を
篠
崎
小
竹
に
受
け
、
秋
里
・
香
披
・
竹
陰
と
共
に
四
天
王
の
称
あ
り
。
芳
ら
画
及
び
能
楽
を
善
く
す
。
三
上
藩
（
遠
藤
氏
）

仕

ヘ
大
阪
邸
守
た
り
。

落
合
隻
石

名
度
、
字
子
載
、
、
通
称
敬
助
、
号
隻
石
、
生
天
明
八
年
、
残
明
治
四
年
、
年
八
十
四
。
日
向
の
人
、
飲
肥
藩
の
儒
員
、
大

阪
藩
邸
監
と
し
て
滞
留
し
、
終
に
此
地
に
残
す
。

河
野
忽
粛

名
子
龍
、
字
伯
潜
、
通
称
忠
右
衛
門
、
号
恕
粛
・
鶴
皐
・
南
演
、
生
享
保
三
年
、
残
安
永
八
年
二
月
九
日
、
年
三
十
七
。
岡
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白
駒
の
長
子
、
本
姓
に
復
す
。
生
れ
て
頴
悟
、
十
歳
詩
を
能
く
し
、
神
童
の
称
あ
り
。
夙
に
家
学
を
受
け
、
経
史
百
家
よ
り
稗
官
小
説
に
至

る
ま
で
該
通
せ
ざ
る
な
く
、
尤
も
文
章
に
長
ず
。
知
を
蓮
池
侯
（
鍋
島
支
藩
）

に
得
、
大
阪
藩
邸
の
留
守
職
と
な
る
。

萱
野
銭
塘

名
来
章
、
字
君
臨
骨
、
通
称
司
馬
太
、
号
銭
塘
、
生
享
保
十
四
年
、
残
天
明
元
年
十
月
二
十
六
日
、
年
五
十
三
。
熊
本
の
藩
士

に
し
て
考
澗
の
子
、
父
に
継
ぎ
て
大
阪
藩
邸
守
と
な
り
、
四
方
の
碩
学
を
璃
し
、
邸
内
青
義
館
に
於
て
経
を
講
ぜ
し
め
、
邸
中
の
子
弟
を
し

て
聴
受
せ
し
む
。
性
沖
虚
謙
退
に
し
て
賢
を
尊
び
土
に
下
り
、
交
遊
日
に
広
く
、
府
下
嚢
苑
の
会
必
ず
輿
か
る
。

黒
沢
翁
満

名
重
韓
、
字
翁
満
、
通
称
八
右
衛
門
、
号
葎
居
、
生
寛
政
七
年
、
残
安
政
六
年
四
月
二
十
九
日
、
年
六
十
五
。
武
州
忍
の
藩

士
、
人
と
為
り
温
厚
学
を
好
み
、
鈴
屋
門
に
入
り
て
古
学
を
修
す
。
既
に
し
て
契
沖
・
真
淵
の
偉
業
を
思
ひ
、
斯
学
の
発
揮
を
以
て
白
か
ら

任
ず
。
嘗
て
君
命
を
以
て
大
阪
蔵
屋
敷
の
吏
と
な
り
、
留
る
こ
と
十
数
年
。



西
田
直
養

字
浩
然
、
通
称
圧
三
郎
、
号
篠
舎
・
柳
村
。
残
文
久
三
年
五
月
、
年
七
十
絵
。
豊
前
小
倉
藩
士
、
曲
目
て
大
阪
藩
邸
の
監
と
し

て
此
地
に
在
り
、
命
日
長
藩
外
国
と
砲
火
を
交
へ
し
際
、
小
倉
藩
論
佐
幕
に
傾
き
、
敢
て
勅
を
奉
じ
て
長
藩
を
援
け
や
す
。
直
養
大
に
独
り
自
ら

憤
り
食
を
絶
て
死
す
。

以
上
の
う
ち
、
奥
野
・
落
合
・
河
野
・
萱
野
の
四
人
は
漢
学
者
で
あ
り
、
黒
沢
・
西
田
の
二
人
は
国
学
者
で
あ
る
。
こ
れ
に
漢
学
の
橋
本

呑
坂
も
当
然
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
大
阪
名
家
著
述
目
録
』
に
蔵
屋
敷
関
係
の
記
事
が
落
ち
て
い
る
の
で
、
「
大
阪
の
漢
学
」
（
『
毎

日
放
送
文
化
双
書
』
所
収
）
中
の
北
村
学
氏
の
叙
述
に
よ
っ
て
補
う
と
、
「
一
八

O
九
J
一
八
六
五
、
享
年
五
十
七
）
篠
門
四
天
王
の
一
人
。

名
は
通
、
学
は
大
路
、
別
号
は
静
庵
・
毛
山
。
額
が
突
き
出
て
い
た
の
で
戯
れ
て
、
戴
盆
子
・
程
方
珍
と
も
い
っ
た
。
幼
名
は
圭
太
郎
、
通

称
は
半
助
。
上
野
沼
田
藩
土
橋
本
紋
左
衛
門
（
名
は
一
徳
、
号
は
担
翁
）

の
子
と
し
て
、
文
化
六
年
（
一
八

O
九）

に
生
ま
れ
、
十
五
歳
、
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父
母
と
共
に
大
阪
蔵
屋
敷
に
移
り
、
小
竹
の
門
に
入
っ
た
。
一
二
十
一
歳
、
近
衛
家
の
招
き
で
伊
丹
明
倫
堂
を
あ
ず
か
り
、
後
、
金
本
摩
斎
に

譲
り
、
四
十
九
歳
、
九
州
地
方
を
遊
歴
し
た
。
『
西
遊
詩
稿
』
に
そ
の
詩
が
集
め
ら
れ
て
い
る
」
。

ま
た
最
近
に
な
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
浪
華
混
沌
詩
社
集
』
近
世
文
芸
叢
刊
8

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
刊
）
影
印
版
に
、
岡
田
南
山
著
、

頼
春
水
序
の
『
半
開
園
遺
稿
』
が
あ
る
。
同
書
の
解
題
に
よ
る
と
、

「
岡
田
市
山
、
名
武
豹
、
字
君
章
・
善
次
と
称
す
。
南
山
の
ほ
か
静
所

・
寧
斎
・
古
処
・
墨
樵
な
ど
の
号
が
あ
る
。
阿
波
藩
大
阪
蔵
屋
敷
に
勤
務
し
て
い
た
武
雅
（
寛
政
三
年
八
月
二
三
日
残
、
七
四
歳
）

の
次
男

と
し
て
、
寛
保
二
年
十
月
十
八
日
に
生
れ
、
兄
武
彪
m
没
後
、
南
山
も
邸
吏
と
し
て
出
仕
し
た
。
少
時
よ
り
片
山
北
海
に
学
ぶ
。
多
才
多
芸

で
、
詩
や
書
を
噌
む
ば
か
り
で
な
く
築
刻
、
丹
青
（
頼
春
風
『
春
風
館
詩
紗
』
、
秋
元
時
憲
『
小
丘
園
集
』
な
ど
に
題
賛
あ
り
）
み
な
功
み

で
、
射
剣
の
術
に
達
し
、
糸
竹
に
も
勘
能
で
あ
っ
た
。
：
：
：
竹
山
『
奨
陰
集
』
に
も
南
山
へ
の
送
別
詩
が
あ
る
。

さ
ら
に

『
混
沌
詩
社
先
賢
遺
墨
観
誌
』
（
大
阪
史
談
会
刊

昭
和
二
年
）

の
「
混
沌
社
先
賢
小
惇
」
中
に
、

大
畠
赤
水
が
あ
り
、

「
名
九



齢
、
字
寿
王
、
通
称
大
畠
官
兵
衛
、
赤
水
と
号
し
、
自
ら
平
寿
王
、
平
九
齢
と
称
す
播
摩
の
人
。
明
石
藩
士
に
し
て
大
阪
藩
邸
の
留
守
居
役

な
り
。
中
井
竹
山
に
師
事
し
詩
文
に
長
ず
。
竹
山
常
に
其
詩
を
称
し
て
、
梁
田
娩
巌
の
遺
韻
あ
り
と
す
。
其
書
初
め
甚
た
拙
劣
な
り
し
も
、

超
陶
斎
に
従
遊
し
て
よ
り
俄
然
一
変
し
て
妙
手
と
な
り
、
最
初
に
較
ぶ
れ
ば
全
く
別
手
の
観
あ
り
」
。

以
上
、
関
係
図
書
よ
り
蔵
屋
敷
勤
務
の
武
士
の
文
筆
に
優
れ
た
人
物
を
列
挙
し
て
み
た
が
、
こ
の
記
述
を
補
う
宮
本
又
次
氏
の
論
文
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
前
出
の
「
大
阪
の
蔵
屋
敷
と
蔵
役
人
」
の
第
四
節
、
「
蔵
屋
敷
と
人
物
」
の
な
か
に
、
さ
ら
に
清
水
中
洲
（
仙
台
留
守
居
）
、

吉
田
報
春
亭
（
広
島
御
船
係
）
、
福
沢
百
助
を
挙
げ
、
蔵
屋
敷
で
誕
生
し
た
有
名
人
に
福
沢
諭
吉
、
慈
雲
尊
者
を
挙
げ
、

父
の
蔵
屋
敷
勤
務

に
伴
わ
れ
て
大
坂
に
住
み
つ
い
た
人
と
し
て
緒
方
洪
庵
を
挙
げ
る
。

「
百
助
は
文
政
五
年
か
ら
天
保
七
年
の
死
に
至
る
ま
で
「
商
人
を
料
理
茶
屋
に
呼
ん
で
借
金
の
懇
請
を
し
た
り
、
返
済
延
期
の
言
訳
を
す

中
閑
あ
り
、

一
方
に
は
深
く
文
事
に
志
し
て
学
流
は
堀
川
の
伊
藤
仁
斎
・
東
涯
の
経
義
を
悦
び
、
特
に
文
章
を
善
く
し
て
詩
も
亦
あ
り
、
野
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る
た
め
、

一
緒
に
酒
を
飲
ん
で
、
機
嫌
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
小
泉
信
三
『
こ
の
一
年
』
）
元
締
役
と
し
て
過
し
た
が
、
ま
た
そ
の
間
「
忙

田
笛
浦
の
如
き
は
親
友
中
の
一
名
な
り
き
。
左
れ
ば
君
の
一
身
は
俗
吏
な
り
、
経
学
者
な
り
、
又
詩
文
家
な
り
。
心
事
極
め
て
多
端
、
思
想

極
め
て
広
く
し
て
一
方
に
偏
す
る
こ
と
な
く
」

（
『
福
翁
白
侍
』
・
諭
吉
「
古
銭
配
分
の
記
」
）
と
あ
る
。

蔵
役
人
と
し
て
の
福
沢
百
助
は
ま

た
一
面
に
お
い
て
学
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
。

ま
こ
と
に
多
士
済
済
、
か
つ
て
の
大
坂
の
文
運
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
の
は
蔵
役
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

＼
I
ノ四

、
懐
徳
堂
・
混
沌
社
・
梅
花
社

f

’t
、

懐
徳
堂
は
町
人
が
起
し
た
学
校
で
あ
る
。

一
私
人
の
塾
で
は
な
く
、
町
人
が
財
政
面
を
共
同
で
支
え
て
学
者
を
も
り
た
て
て
き
た
点
に
お



い
て
、
江
戸
期
の
幕
府
や
諸
藩
の
学
校
・
私
塾
な
ど
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
十
一
月
、
徳
川
将
軍
吉
宗
の
と
き

に
三
宅
石
蓄
を
学
主
に
仰
ぎ
、

中
井
埜
庵
が
三
星
屋
武
右
衛
門
・
道
明
寺
屋
（
舟
橋
屋
吉
左
衛
門
）
・
舟
橋
屋
四
郎
右
衛
門
・
備
前
屋
古
兵

衛
・
鴻
池
屋
又
四
郎
の
五
同
志
を
語
ら
っ
て
創
立
し
た
。
享
保
十
一
年
に
は
さ
ら
に
幕
府
公
認
の
大
坂
学
問
所
と
な
っ
た
が
、
学
校
の
財
政

は
こ
れ
ら
の
上
級
町
人
た
ち
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
。
西
村
天
囚
（
時
彦
）
編
、
松
村
文
海
堂
、
明
治
四
十
四
年
十
月
刊
の
『
懐
徳
堂
五

種
』
に
収
め
る
「
享
保
十
一
年
丙
午
冬
十
月
五
日
突
亥
浪
華
学
問
所
懐
徳
堂
開
講
曾
徒
」
は
、
ほ
と
ん
ど
有
力
町
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
大
坂
の
武
士
階
級
、
そ
れ
も
地
方
か
ら
出
て
来
た
蔵
役
人
た
ち
に
と
っ
て
、
か
な
り
勝
手
の
違
う
思
い
を
し
た
の
も
当
然

と
い
え
よ
う
。
曾
徒
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
者
は
、
八
十
八
名
、
五
同
志
の
ほ
か
に
天
王
寺
屋
九
郎
右
衛
門
な
ど
町
人
名
前
が
圧
倒
的
に

多
い
。次

に
懐
徳
堂
の
学
統
で
あ
る
が
、
懐
徳
堂
と
縁
故
の
深
い
武
内
義
雄
の
「
懐
徳
堂
と
大
阪
の
儒
学
」
（
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
十
巻

雑
著
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篇
所
収
）

お
よ
び
宮
本
又
次
氏
の
『
大
阪
文
化
史
論
』
（
文
献
出
版

昭
和
五
十
四
年
六
月
刊
）

の

「
懐
徳
堂
と
明
誠
舎
と
住
友
」
に
拠
っ

て
た
ど
れ
ば
、
第
一
代
学
主
三
宅
石
蓄
の
折
衷
的
傾
向
、

た
め
に
ヌ
エ
学
問
の
称
が
あ
っ
た
。
第
二
代
学
主
中
井
整
奄
も
朱
陸
折
衷
、
第
三

代
三
宅
春
楼
、
第
四
代
が
中
井
竹
山
、
そ
の
弟
が
履
軒
で
あ
る
。
こ
の
竹
山
・
履
軒
時
代
が
そ
の
全
盛
時
代
で
あ
ろ
う
。
竹
山
・
履
軒
に
至

っ
て
朱
子
中
心
に
な
る
が
、
陸
王
に
対
す
る
批
評
を
避
け
、

一
家
の
宋
学
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
竹
山
に
は
『
懐
徳
堂
五
種
』
に
も
収
め
る
詩
文
集
『
奨
陰
集
』
が
あ
り
、
当
時
の
大
坂
の
代
表
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
集
中
に
肥
後
藩

留
守
居
菅
銭
塘
と
の
交
際
を
物
語
る
詩
文
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
反
古
文
辞
の
主
張
を
持
ち
、
道
徳
的
、
経
学
中
心
の
詩
文
観
を
持
つ
が
詩
文

の
価
値
は
認
め
て
い
た
。
こ
の
側
面
に
つ
い
て
は
松
下
忠
氏
の
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
』
（
明
治
書
院
）

に
詳
し
い
。

宝
暦
か
ら
享
和
に

至
る
将
軍
家
治
・
家
斉
時
代
に
活
躍
し
た
。



他
方
、
大
坂
に
は
混
沌
（
詩
）
社
・
梅
花
社
の
詩
文
を
以
て
立
つ
一
派
が
あ
る
。
混
沌
社
の
盟
主
は
片
山
北
海
で
あ
り
、
宝
暦
よ
り
天
明
に

至
る
約
四
十
年
間
大
坂
詩
壇
の
極
盛
期
を
築
い
た
。
そ
の
同
人
の
有
力
者
に
阿
波
藩
留
守
居
の
岡
田
南
山
、
肥
後
藩
留
守
居
の
菅
銭
塘
が
あ

る
。
北
海
の
師
は
京
都
の
商
人
学
者
の
宇
野
明
霞
で
あ
り
但
係
系
、
北
海
自
身
も
越
後
の
農
家
の
出
身
で
あ
る
。
そ
の
同
人
に
は
、
尾
藤
二

洲
、
柴
野
栗
山
、
古
賀
精
里
、
頼
春
水
・
春
風
・
杏
坪
な
ど
の
朱
子
学
者
が
あ
り
、
あ
ま
り
門
戸
の
見
を
表
面
に
出
さ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

終
生
諸
侯
に
仕
え
ず
、
町
儒
者
に
徹
し
た
。

衣
笠
安
喜
氏
は
「
儒
学
に
お
け
る
化
政
J
寛
政
異
学
の
禁
と
の
関
連
」
（
林
屋
辰
三
郎
編
『
化

政
文
化
の
研
究
』
岩
波
書
店
刊
所
収
）

の
な
か
で
い
う
。
「
つ
ま
り
、
京
坂
の
但
徳
学
系
明
霞
門
の
流
れ
を
く
む
詩
社
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
、

明
和
年
間
に
、
拙
斎
・
栗
山
・
春
水
・
二
洲
・
精
里
ら
の
少
壮
の
朱
子
学
攻
究
の
徒
が
あ
ら
わ
れ
て
、
同
志
的
結
合
を
深
め
る
と
と
も
に
朱

子
学
正
学
化
の
道
を
ひ
そ
か
に
準
備
し
て
い
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
．

春
水
ら
の
大
坂
の
小
グ
ル
ー
プ
が
、
詩
文
派
の
混
沌
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社
中
に
あ
っ
て
朱
子
学
に
近
づ
い
て
い
っ
た
経
緯
は
く
わ
し
く
は
分
ら
な
い
。
」

北
海
の
寛
容
を
よ
い
こ
と
に
思
想
史
的
に
は
重
大
な
事
実

が
一
方
で
は
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
有
力
な
同
人
に
篠
崎
三
島
が
い
る
。
師
は
但
僚
の
弟
子
の
菅
谷
甘
谷
で
あ
る
が
、
次
第
に
こ
れ
ま
た
宋
学
に
傾
く
。
か
れ
は
通
称
伊

輪
部
屋
長
兵
衛
、
大
坂
町
人
か
ら
四
十
歳
に
し
て
儒
者
に
転
じ
た
。
号
は
梅
花
堂
、
梅
花
社
は
三
島
と
養
子
小
竹
の
詩
社
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
同
人
に
は
木
村
巽
斎
、
号
は
兼
霞
堂
、
通
称
坪
井
屋
吉
右
衛
門
、
大
通
と
し
て
天
下
に
聞
え
た
豪
商
で
あ
る
。

＼ノ五
、
篠
崎
小
竹
・
中
村
栗
園
・
野
田
笛
浦
お
よ
び
大
砲
中
斎

／
＼
 

中
村
栗
園
・
野
田
笛
浦
・
大
塩
中
斎
は
い
ず
れ
も
篠
崎
小
竹
と
交
際
の
あ
っ
た
人
び
と
で
あ
り
、
中
村
栗
園
は
確
実
に
、
野
田
笛
浦
は
予

測
と
し
て
福
沢
百
助
と
交
際
の
あ
っ
た
人
び
と
で
あ
る
。



ま
ず
順
序
と
し
て
篠
崎
小
竹
（
一
七
八
一

J
一
八
五
一
）

か
ら
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
小
竹
の
父
は
豊
後
の
出
身
で
、
大
坂
に
お
い
て

医
を
業
と
し
た
。
小
竹
は
九
歳
よ
り
篠
崎
三
島
に
師
事
し
た
。
三
島
は
そ
の
学
才
を
評
価
し
、
養
嗣
子
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
寛
政
異
学
の
禁

に
際
し
但
徳
学
の
退
潮
が
い
ち
じ
る
し
く
、
小
竹
は
養
父
に
無
断
で
江
戸
へ
出
奔
し
、

か
つ
て
の
混
沌
社
の
同
人
古
賀
精
里
の
も
と
で
勉
学

に
駒
む
一
時
期
を
持
っ
た
。

し
か
し
精
里
の
忠
告
も
あ
り
半
年
た
ら
ず
で
養
父
の
家
に
戻
り
、
以
降
父
に
代
り
て
教
授
し
、
梅
花
社
を
主
宰
し
、
大
坂
文
壇
の
中
心
と

な
っ
た
ば
か
り
か
、

ひ
ろ
く
当
時
の
漢
詩
人
と
交
際
し
天
下
の
文
壇
の
大
御
所
的
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
か
れ
の
性
格
、
財
力
（
儒
の

鴻
池
と
い
わ
れ
て
い
た
）
も
与
っ
て
力
が
あ
ろ
う
。
篠
崎
築
撰
「
家
君
小
竹
先
生
行
状
」
（
竹
林
貫
一
編
『
漢
学
者
停
記
集
成
』
所
収
）

よ
れ
ば
、

「
小
竹
人
と
為
り
潤
達
酒
落
、
躯
幹
肥
大
、
大
声
に
し
て
細
語
を
喜
ば
ず
。
園
宅
は
必
ず
明
諮
清
浄
な
る
を
欲
し
、

一
切
簾
惟
を
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用
い
ず
。
家
を
治
む
る
こ
と
寛
に
し
て
法
あ
り
。
衣
服
飲
食
は
一
に
質
素
を
貴
び
、
凡
て
事
は
皆
平
易
明
白
な
る
を
好
み
、
大
だ
奇
僻
を
悪

め
り
。
：
：
：
蔵
書
の
富
、
三
島
の
伝
う
る
所
を
井
せ
て
万
巻
に
上
れ
り
。
」

し
た
が
っ
て
小
竹
の
家
に
出
入
り
す
る
天
下
の
名
士
は
す
こ
ぶ
る
多
く
、
頼
山
陽
（
一
七
八

O
J
一
八
三
二
）

の
ご
と
き
も
菅
茶
山
と
こ

の
小
竹
の
温
情
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
文
壇
に
活
躍
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
山
陽
が
最
初
に
転
が
り
こ
ん
だ
の
は
大
阪
の
篠
崎
家
だ
っ
た
。
周
囲
の
眼
は
、
こ
の
親
不
孝
者
、
そ
し
て
今
は
彼
を
救
っ
て
く
れ
た
師

茶
山
に
さ
え
背
い
た
人
物
に
対
し
て
冷
た
か
っ
た
。
彼
の
父
の
友
人
た
ち
親
戚
た
ち
も
彼
と
の
面
会
を
拒
絶
し
た
く
ら
い
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
初
対
面
同
様
の
小
竹
だ
け
は
彼
を
理
解
し
、

一
生
を
通
じ
て
彼
を
庇
護
し
、
弁
護
し
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
そ
の
厚
情
は
山
陽

の
死
後
ま
で
変
ら
ず
、
彼
は
遺
児
た
ち
の
面
倒
を
も
見
続
け
た
。
ま
た
山
陽
が
京
都
で
最
初
の
弟
子
と
し
た
後
藤
松
陰
を
小
竹
は
婿
と
し
た

が
、
こ
の
小
竹
松
陰
の
線
が
中
心
と
な
っ
て
、
山
陽
残
後
の
頼
家
は
運
営
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。



月
刊
）
、

要
す
る
に
小
竹
は
、
山
陽
に
と
っ
て
は
最
良
の
友
で
あ
っ
た
」
（
中
村
真
一
郎
『
頼
山
陽
と
そ
の
時
代
』
中
央
公
論
社
昭
和
四
十
六
年
六

も
ち
ろ
ん
菅
茶
山
が
上
坂
し
で
も
滞
在
す
る
の
は
小
竹
宅
で
あ
る
し
、
豊
後
の
儒
者
日
出
の
帆
足
万
里
や
日
田
の
広
瀬
淡
窓
と
の
交
際
も

浅
く
な
い
。
も
と
も
と
小
竹
の
実
父
は
豊
後
の
出
身
で
あ
る
か
ら
、
豊
後
竹
田
の
田
能
村
竹
田
と
も
親
し
く
、
竹
田
の
ご
と
き
は
三
十
八
で

致
仕
し
て
以
来
京
摂
の
間
で
生
涯
を
送
っ
た
。
し
た
が
っ
て
有
名
人
で
な
く
て
も
同
家
を
尋
ね
る
豊
前
豊
後
の
人
士
は
多
い
。

い
ま
試
み
に
篠
崎
小
竹
の
『
交
友
郷
里
姓
名
』
水
田
紀
久
・
森
上
修
・
多
治
比
郁
校
（
『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
館
報
特
集
号
第
二
号
）

敷
関
係
で
は
、

に
よ
れ
ば
、
天
保
六
年
以
降
、
豊
一
前
津
田
半
蔵

中
津
邸
司
・
豊
前
森
深
平

中
津
家
中
号
竹
山
崎
、

の
名
が
見
え
、
双
豊
お
よ
び
諸
藩
蔵
屋

淡
州、｜
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栗
生
栄
大
郎

州
本
屋
敷
役
人

豊
後

帆
足
熊
大
郎

臼
杵
屋
敷
小
埜
謙
之
助
便

豊
後

杜
甚
左
衛
門

号
荊
田

豊
後

満
徳
寺

正
行
寺
雲
善
院
ぷ

豊
後
岡
大
会
師
旧
里
。
岡
留
守
居
野
殿
宗
右
衛
門
へ
剣
菱
一
丁
出
ス

土
佐

今
西
全
助

土
佐
屋
敷
岡
本
退
蔵
便

豊
後

小
山
田
久
龍

豊
後
今
在
家
浦

豊
後

小
川
弘
蔵

下
惟
玉
沢
町
一
味
庵
同
伴
被
訪

日
出
人

高
松

高
尾
弥
大
郎

大
坂
屋
敷

吉
本
栄
八
の
便

府
内

谷
口
総
助

府
内
屋
敷

江
戸

広
瀬
謙
吉
ノ
便



唐
津

田
林
東
蔵

蔵
屋
敷

山
越
慎
平

長
府

内
藤
十
兵
衛

屋
敷
役
人

備
後

北
条
親
助
便

蔵
屋
敷

川
崎
初
右
衛
門

宇
和
島

高
木
野
助

蔵
屋
敷
住
人

長
山
房
次
郎
便

江
戸

島
田
庸
之
助

江
戸
剣
客
市
有
文
雅
（
中
津
藩
出
身
、
福
沢
百
助
の
友
人
）

豊
後

麻
生
多
三
郎

八
坂
本
庄
ノ
人

秋
吉
雲
桂
ぷ
伝
書

他
出
不
遇

帆
足
門
人

宇
都
宮
健
哉

同

帆
足
門
日
出
ノ
人

土
州

田
村
立
真

蔵
屋
敷
島
田
清
蔵
へ
出
す
へ
し
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長
州、｜

日
野
貞
庵

蔵
屋
敷

徳
田
喜
右
衛
門

島
清
七
郎

岡
蔵
屋
敷

八
木
偉
三
郎
ノ
便

岡曲
豆
別

正
行
寺

豊
前
古
城

字
佐
永
弘
出
羽
守
ノ
便

備
後

糸
井
弥
六
郎

強
二
事

福
山
ノ
人

蔵
屋
敷
瀬
尾
楠
右
衛
門
へ
返
事
可
出
事

伊
予

佐
藤
孫
助

宇
和
島
屋
敷
御
留
守
居

長
崎

坂
本
周
鼎

日
出
ノ
人
亦

長
崎
ヨ
リ
来
訪
購
唐
墨
及
〔
杯
〕
同
日

岩
国

田
中
仁
右
衛
門

岩
国
邸
司

藤
井
安
兵
衛

同

役
人

同

渡
辺
吉
兵
衛

同

同



同

豊
島
藍
右
衛
門

同

豊
後

米
屋
三
右
衛
門

大
市

属
碑
面

三
月
初

同

山
田
孫
七

杵
築
人

佐
渡
屋
直
蔵
親
属
の
よ
し

属
碑
面

O
竹
沢
福
岸
持
参

日
隈
彦
助

広
瀬
久
兵
衛
同
伴

日
田

荒
木
吉
次

向
上

右
の
う
ち
中
津
藷
森
深
平
は
百
助
の
『
呆
育
堂
詩
稿
』
作
品
番
号
十
七
の
「
己
卯
十
二
月
、
山
君
葬
と
同
に
森
君
を
訪
ね
、
則
ち
分
ち
て

韻
微
を
得
た
り
」
の
「
森
君
」
の
可
能
性
が
強
い
。
広
瀬
謙
吉
は
『
淡
窓
全
集
』
下
巻
所
収
の
「
広
瀬
氏
略
系
譜
」
に
宗
家
第
五
世
三
郎
右

衛
門
五
男
謙
士
口

名
謙
、
字
土
口
甫
、
号
旭
荘
と
記
載
さ
れ
る
詩
名
一
世
に
響
い
た
広
瀬
旭
荘
で
あ
る
。
広
瀬
久
兵
衛
は
次
男
な
が
ら
宗
家
を
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継
、
ぎ
、

一
族
の
経
済
を
支
え
た
人
物
で
、
長
男
求
馬
、
名
建
、
字
子
基
、
号
淡
窓
は
成
宜
園
の
塾
主
、
『
遠
思
楼
詩
紗
』
『
淡
窓
詩
話
』
の
著

者
で
あ
る
。

そ
の
『
遠
思
楼
詩
話
』
の
巻
頭
に
は
天
保
六
年
乙
未
春
の
浪
華

篠
崎
弼

撰
並
書
、
昭
陽
亀
豆
撰
、
帆
足
万
里
撰
の
三
序
が
掲
げ
ら

れ
、
中
央
文
壇
に
お
い
て
は
小
竹
の
み
が
こ
の
著
名
な
詩
集
を
飾
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

降
っ
て
嘉
永
二
己
酉
歳
発
免
の
『
摂
西
六
家
詩
紗
』
を
見
て
も
そ
の
巻
一
は
小
竹
斎
近
稿
を
以
て
占
ら
れ
、
巻
二
が
淡
窓
、
巻
三
が
草
場

瑚
川
、
巻
四
が
後
藤
松
陰
、
巻
五
が
旭
荘
、
巻
六
が
坂
井
虎
山
で
あ
る
。
後
世
は
知
ら
ず
、
当
時
に
お
い
て
は
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
た
詩
人

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

『
小
竹
斎
詩
抄
』
全
五
巻
は
安
政
七
庚
申
年
三
月
に
三
都
の
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
、
京
都
勝
村
治
右
衛
門
、
大
坂
河
内
屋
喜
兵
衛
以
下
十

七
軒
の
書
店
か
ら
共
同
で
発
賀
さ
れ
た
。
か
れ
は
学
派
の
別
を
越
え
た
交
際
を
大
塩
中
斎
（
平
八
郎
）
と
も
持
っ
て
お
り
、
巻
の
一
の
「
砕



後
放
歌
」
中
に
は
、

は
ず

「
子
起
は
廉
潔
の
吏
、
楽
み
て
貧
儒
と
偶
た
り
、
豪
蕩
種
法
に
外
れ
、
酔
い
て
獅
子
肌
を
発
す
」
の
句
が
あ
り
、
ま
七

た
わ
む

巻
こ
に
は
「
子
起
の
宅
に
て
繁
を
食
い
、
前
韻
を
用
い
て
戯
れ
に
賦
す
」
の
詩
も
あ
る
。
子
起
は
号
は
中
斎
、
通
称
は
平
八
郎
の
字
で
あ

る
。
こ
の
点
『
大
阪
市
史
』
第
二
の
「
小
竹
と
中
斎
と
は
全
く
交
無
く
」
は
誤
り
で
あ
る
。

六
、
福
沢
百
助
・
中
村
栗
園
・
野
田
笛
浦

福
沢
威
、
字
は
少
山
、
号
は
百
助
、
子
善
と
も
い
っ
た
。
中
津
藩
学
進
修
館
に
学
ん
だ
。
文
化
十
一
年
八
月
、
二
十
三
歳
の
と
き
に
父
兵

左
衛
門
よ
り
備
後
菅
茶
山
の
塾
に
遊
学
に
付
学
資
拝
借
の
願
が
出
た
が
前
例
が
な
い
か
ら
聞
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
（
石

河
幹
明
著
『
福
沢
諭
吉
伝
』

一巻）

円

U

百
助
は
そ
の
後
豊
後
日
出
の
帆
足
万
里
の
塾
に
学
び
、
『
帆
足
万
里
全
集
』
上
巻
に
も
、
『
帆
足
先
生
文
集
』
巻
三
に
「
福
沢
生
に
与
う
」

「
子
善
に
与
う
」
の
両
文
が
、
『
西
崎
先
生
絵
稿
』
上
に
「
福
沢
生
酒
を
恵
ま
る
」
の
絶
句
が
、
『
西
崎
先
生
飴
稿
』
下
に
「
子
善
に
与
う
」

が
あ
っ
て
万
里
が
そ
の
詩
文
の
才
を
高
く
評
価
し
た
弟
子
で
あ
る
。
自
然
、
百
助
の
交
際
範
囲
に
は
万
里
塾
の
同
門
が
多
い
。
中
村
栗
園
そ

し
て
大
坂
に
お
い
て
詩
文
の
交
が
あ
っ
た
日
出
藩
儒
関
子
克
が
そ
れ
で
あ
る
。
子
克
は
帆
門
高
足
十
人
の
一
人
で
あ
る
。

（

3
〉

万
里
の
詩
文
論
は
『
修
辞
通
』
お
よ
び
『
鼎
業
除
稿
』
に
尽
き
て
い
る
。
い
ず
れ
も
百
助
の
旧
蔵
書
と
し
て
臼
杵
図
書
館
に
現
に
架
蔵
さ

れ
て
い
る
。
蔵
書
の
詳
細
は
拙
稿
「
臼
杵
図
書
館
蔵
福
沢
先
生
遺
籍
解
題
初
稿
」
（
『
史
学
』
第
四
十
九
巻
第
二
・
三
号
）
で
承
知
さ
れ
た
い
。

中
村
栗
園
も
『
帆
足
万
里
全
集
』
上
巻
の
巻
頭
「
帆
足
高
里
先
生
小
停
」
に
高
足
十
人
の
一
人
と
し
て
承
げ
ら
れ
、
百
助
と
交
際
も
っ
と

も
親
密
な
人
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
中
村
栗
園
、
名
和
、
字
子
蔵
、
通
称
和
蔵
、
晩
二
半
仙
子
ト
号
ス
。
豊
前
中
津
ノ
人
。
初
メ
広
瀬
淡

窓
ニ
学
ヒ
、
去
テ
先
生
ノ
門
一
一
入
リ
、
吏
ラ
亀
井
昭
陽
一
一
学
ヒ
、
又
来
リ
テ
先
生
一
一
師
事
ス
。
家
貧
－
一
シ
テ
学
資
給
セ
ス
、
常
一
一
野
菜
ト
雪



花
菜
ト
ヲ
食
ヒ
テ
苦
学
ス
。
後
チ
上
国
ニ
遊
ヒ
、
篠
崎
小
竹
ノ
推
薦
一
一
依
リ
テ
水
口
藩
ノ
儒
員
ト
ナ
ル
。
」

維
新
前
後
に
水
口
藩
家
老
・
藩
主
が
知
事
に
な
る
に
及
ん
で
そ
の
大
参
事
を
勤
め
、
明
治
十
四
年
十
二
月
死
去
し
た
。
そ
の
子
息
中
村
鼎

五
輯
の
『
栗
園
詩
稿
』
（
水
口

薮
音
治
郎

昭
治
十
七
年
十
月
刊
）

の
「
先
考
行
述
」
に
「
世
ミ
奥
平
侯
に
仕
え
、
父
を
片
山
東
能
、
母
神

尾
氏
と
い
う
」
（
原
漢
文
）

と
あ
る
が
、
「
世
ミ
奥
平
侯
に
仕
え
」
と
い
う
個
所
は
事
実
で
は
な
く
中
津
の
商
家
の
出
身
で
あ
る
。
明
治
以
降

も
続
い
た
土
農
工
商
の
階
級
意
識
に
従
っ
て
い
わ
ゆ
る
系
図
を
飾
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

市
民
社
会
の
一
定
の
成
熟
が
あ
り
、
町
人
た
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
大
坂
町
人
に
は
こ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
山
片
幡
桃

の
ご
と
き
は
富
豪
升
屋
の
番
頭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
身
分
を
も
じ
っ
て
播
桃
の
号
で
著
述
活
動
を
行
っ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
播
桃

も
懐
徳
堂
の
中
井
竹
山
・
履
軒
の
弟
子
、
近
ご
ろ
宮
内
徳
雄
氏
の
子
で
『
草
稿
抄
』
（
和
泉
書
院

昭
和
五
十
五
年
一
月
）
が
影
印
刊
行
さ
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れ
、
そ
の
本
格
的
な
漢
詩
文
の
才
を
証
明
し
て
い
る
。

「
既
に
し
て
慨
然
と
し
て
上
国
に
遊
ば
ん
と
し
、
単
身
胸
に
乗
り
、
大
坂
に

も
ち
い

至
り
、
藩
邸
の
吏
福
沢
某
の
家
に
寓
せ
り
。
将
に
費
を
篠
崎
小
竹
の
門
に
執
ら
ん
と
す
る
も
、
貧
に
し
て
束
惰
を
行
る
能
わ
す
。
文
を
作
り

栗
園
の
子
息
鼎
五
の
「
先
考
行
述
」
に
つ
い
て
績
け
よ
う
。

て
情
を
陳
べ
、
扇
子
一
握
を
持
ち
て
以
て
謁
せ
り
。
）

こ
の
一
文
中
の
福
沢
某
が
百
助
を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

『
一
栴
翁
自
伝
』
で
は
こ
の
辺
の
事
情
を
「
と
こ
ろ
が
私
の
父
は
決
し

他
人
を
軽
蔑
し
な
い
。
た
と
え
ば
江
州
水
口
の
碩
学
中
村
栗
園
は
父
の
実
弟
の
よ
う
に
親
し
く
し
て
い
ま
し
た
が
、
元
来
栗
園
の
身
分
は
豊

前
中
津
の
染
物
屋
の
む
す
こ
で
、

い
わ
ゆ
る
素
町
人
の
子
だ
か
ら
、
藩
中
士
族
は
だ
れ
も
相
手
に
な
る
も
の
が
な
い
け
れ
ど
も
、
私
の
父
は

そ
の
人
物
を
愛
し
て
、
身
分
の
相
違
を
間
わ
ず
た
い
そ
う
て
い
ね
い
に
取
り
扱
う
て
、
大
阪
の
倉
屋
敷
の
家
に
寄
寓
さ
せ
て
、
な
お
種
々
に

周
旋
し
て
、
と
う
と
う
水
口
の
儒
者
に
な
る
よ
う
に
取
り
持
ち
、
そ
の
聞
が
ら
と
い
う
も
の
は
真
に
骨
肉
の
兄
弟
に
も
劣
ら
ず
、
父
の
死



後
、
私
の
代
に
な
っ
て
も
、
栗
園
先
生
は
福
沢
の
家
を
第
二
の
実
家
の
よ
う
な
あ
ん
ぱ
い
に
し
て
、
死
ぬ
ま
で
交
際
し
て
い
ま
し
た
。
」

栗
園
の
著
作
中
、
も
っ
と
も
広
く
世
に
行
わ
れ
た
の
は
『
栗
園
文
紗
』
三
巻
高
延
紀
元
夏
六
月

江
戸

須
原
屋
茂
兵
衛

山
城
屋
佐
兵

衛

大
坂

河
内
屋
茂
兵
衛

藤
屋
再
三
郎

京
都

林
芳
兵
衛

越
後
屋
治
兵
衛
発
行
）

で
あ
ろ
う
。
そ
の
下
巻
に
「
福
沢
氏
を
突
し
、

詩
を
以
て
祭
文
に
代
う
」
の
長
詩
が
あ
る
。
同
書
は
見
返
し
に
「
諸
家
合
評
中
清
堂
蔵
梓
安
政
庚
申
新
離
」
と
あ
り
、
名
家
の
批
評
が

や

や

す

な

わ

「
小
竹
日
く
、
肺
腕
白
り
出
づ
。
明
人
に
似
ず
、
動
も
す
れ
ば
輔
ち
韻
辞
情
に
勝
れ
る
有
り
」
と

頭
注
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

い
っ
て
い
る
。
淡
窓
門
下
の
恒
遠
醒
窓
、
号
は
轟
谷
は
「
轟
谷
日
く
、
真
に
是
れ
突
詩
な
り
L

と
い
い
、
「
又
日
く
一
封
頗
る
妙
」
の
評
語

つ

づ

し

り

ぞ

を
「
公
に
奉
じ
て
は
稗
益
す
る
こ
と
多
く
、
閑
を
倫
み
て
は
梧
暇
を
事
と
す
。
文
を
属
り
て
は
縞
語
を
昇
け
、
詩
を
賦
し
て
は
魂
奇
を
厭
い

ぬ
」
の
句
に
加
え
て
い
る
。

年
に
至
る
交
友
手
控
帳
『
不
可
忘
』
お
よ
び
『
小
竹
斎
詩
抄
』
に
も
百
助
の
名
は
な
く
、

ま
た
百
助
の
詩
文
中
に
も
小
竹
の
名
は
な
い
。
前
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以
上
に
よ
っ
て
百
助
、
栗
園
、
小
竹
の
聞
に
な
ん
ら
か
の
交
渉
が
あ
っ
た
の
は
ほ
ぼ
明
か
で
あ
る
が
、
小
竹
の
文
化
十
三
年
よ
り
天
保
五

出
の
「
大
阪
の
漢
学
」
中
の
「
篠
崎
小
竹
」
の
項
の
執
筆
者
北
村
学
氏
は
、
中
村
栗
闘
を
小
竹
の
門
人
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
で
も
小
竹
に
栗
園
を
紹
介
す
る
に
際
し
、

百
助
は
な
ん
ら
か
の
役
割
を
果
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

野
田
笛
浦
に
関
し
て
は
、
問
題
は
一
層
微
妙
で
あ
る
。

『
福
翁
自
伝
』
に
「
野
田
筒
浦
と
い
う
人
が
父
の
親
友
で
、
野
田
先
生
は
ど
ん
な

人
か
知
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
山
陽
を
疏
外
し
て
筒
浦
を
親
し
む
と
い
え
ば
：
：
：
」
と
あ
る
が
、
こ
の
個
所
は
母
の
阿
順
の
平
常
語
っ
て
い
た

事
実
の
反
映
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
百
助
の
詩
稿
・
文
稿
に
も
、
笛
浦
の
『
海
紅
園
小
稿
』

一
巻
（
石
川
治
兵
衛

明

治
十
四
年
七
月
刊
）

に
も
『
筒
浦
小
稿
』
二
巻
、
『
得
泰
船
筆
語
』
二
巻
に
も
両
人
の
交
際
を
示
す
詩
文
を
発
見
し
て
い
な
い
。

笛
浦
は
丹

後
田
辺
藩
儒
、
朱
子
学
者
古
賀
精
里
の
弟
子
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
混
沌
社
、
梅
花
社
系
の
大
坂
の
学
者
・
詩
人
と
も
交
際
が
あ
り
、
『
小



竹
斎
詩
抄
』
に
も
笛
浦
の
批
評
が
頭
注
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
笛
浦
の
名
は
交
友
手
控
帳
に
も
載
っ
て
い
る
か
ら
、
小
竹
宅
へ
も
出
入

り
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
笛
浦
と
百
助
が
知
り
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
上
坂
の
機
会
で
は
あ
る
ま
い
か
。

七
、
福
沢
百
助
詩
文
集
と
大
坂
蔵
屋
敷
生
活

／

t
＼
 

『
呆
育
堂
詩
稿
』
の
作
品
番
号

mm
と
初
と
は
大
坂
赴
任
の
途
中
の
詩
、
文
政
美
末
（
文
政
六
年
、

一
八
二
三
、
三
十
二
歳
）

の
作
品
紅

「
梅
に
題
す
」
か
ら
以
降
が
ほ
ぼ
大
坂
時
代
の
作
品
で
あ
る
。

百
助
は
文
政
五
年
四
月
、
中
津
に
お
い
て
阿
順
と
結
婚
し
た
が
、
そ
の
秋
に

は
大
坂
ヘ
単
身
赴
任
し
た
。
そ
の
蔵
屋
敷
の
「
春
日
」
を
詠
ん
だ
作
品
川
品
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

鈎2詩
も思
ては
疎緒
簾多
をき
上あも
げ章
てを
タ成
陽さ
にず
封
す
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一
陣
の
狂
風
何
処
よ
り
か
起
り

橋
を
隔
て
て
吹
き
送
る
百
花
の
香

孤
枕
寒
窓
細
雨
斜
な
り

粛
然
た
る
環
堵
は
僧
家
に
似
た
り

東
君
も
若
か
ず
予
の
無
事
な
る
に

開
く
こ
と
遍
ね
し
桃
花
又
た
李
花



連
作
の
前
詩
は
晴
の
日
の
堂
島
川
畔
の
夕
景
で
あ
り
、
後
詩
は
春
雨
の
日
の
状
況
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
一
日
の
光
景
で
は
な
い
。
作
者

は
中
津
藩
蔵
屋
敷
の
自
室
に
い
て
、
花
の
香
に
、
こ
ぬ
か
雨
に
、

わ
が
無
事
の
日
々
を
見
つ
め
て
い
る
。
愛
す
る
妻
も
故
郷
に
残
し
た
ま
ま

で
あ
る
か
ら
、

よ
け
い
僧
家
の
よ
う
な
お
も
む
き
が
強
ま
ろ
う
。

（
作
品
必
）

「
除
夜
の
作
L

識
ら
ず
東
君
の
比
隣
に
在
る
す
．

請
う
見
よ

喧
嘩
し
て
争
い
走
る
は
市
頭
の
人

梅
柳
の
都
て
無
事
な
る
を
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未
だ
暁
鐘
の
到
ら
ざ
る
に
先
づ
春
に
入
る

大
坂
の
大
晦
日
の
夜
の
光
景
を
活
写
す
る
。
こ
の
日
す
で
に
公
務
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
街
角
で
見
る
梅
も
柳
も
常
に
変

ら
ず
、
こ
こ
に
は
早
く
も
春
が
来
て
い
る
の
に
、
往
来
す
る
人
び
と
は
借
金
の
取
立
て
の
た
め
か
、
殺
気
だ
っ
て
い
る
。
商
都
大
坂
の
喧
操

を
覚
め
た
眼
で
見
つ
け
て
い
る
作
。

（
作
品
印
）

三
月
二
十
八
日
、
「
臨
高
亭
に
上
り
、
棲
花
と
牡
丹
と
の
方
に
開
く
を
看
、
依
っ
て
一
絶
を
賦
す
」
。
臨
高
亭
は
、
堂
嶋
の
室

谷
氏
の
別
荘
な
り
。



怪
む
底
の
園
林
か
春
を
占
断
す
る
や

桜
花
方
に
牡
丹
と
共
に
新
ら
し

東
君
若
し
王

執与公
かれの
即披
ちを
真許
なさ
るは（

伯
仲
の
間

堂
島
に
別
荘
を
営
む
室
谷
氏
は
大
坂
の
豪
商
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
蔵
役
人
は
当
然
な
が
ら
大
坂
の
上
級
町
人
と
の
交
渉
が
多
い
。
こ
れ
は

蔵
役
人
に
と
っ
て
楽
し
い
こ
と
よ
り
も
、

心
労
の
絶
え
な
い
公
務
の
一
面
で
あ
る
。
百
助
詩
文
に
は
、
十
九
世
紀
初
頭
の
大
坂
の
雰
囲
気
を

そ
の
ま
ま
今
日
に
伝
え
る
名
作
に
す
こ
ぶ
る
富
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

（
こ
れ
は
昭
和
五
四
年
度
学
事
振
興
基
金
研
究
補
助
に
よ
る
研
究
「
豊
前
・
豊
後
お
よ
び
大
坂
の
学
問
と
福
沢
百
助
」
の
報
告
の
一
部
で
あ
る
。
）
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T註
（

2
）
 

揖
斐
高
氏
は
「
江
戸
の
漢
詩
人
」
（
叶
江
戸
文
学
と
中
国
』
江
戸
シ
リ
ー
ズ

4

毎
日
新
聞
社
昭
和
五
十
二
年
二
月
刊
）
に
お
い
て
、
さ
ら
に

「
秋
田
藩
の
吉
田
謙
斎
」
を
蔵
屋
敷
勤
務
の
混
沌
社
同
人
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
謙
斎
は
長
沢
規
短
也
監
修
・
長
沢
孝
三
編
『
漢
文
学
者
総
覧
』

に
諒
は
里
美
、
生
地
を
羽
後
、
残
年
を
寛
政
7
年
、
亨
年
昭
、
師
を
入
江
南
誤
・
武
田
梅
龍
と
し
詩
人
と
規
定
す
る
。

前
述
の
武
内
義
雄
の
「
懐
徳
堂
と
大
阪
の
儒
学
」
に
い
う
。
「
整
庵
名
は
誠
之
、
字
は
叔
貴
・
糞
庵
と
号
し
忠
蔵
と
称
し
た
。
元
禄
六
年
播
州
竜

野
に
生
ま
れ
た
が
十
四
歳
の
と
き
父
と
と
も
に
大
阪
に
来
た
り
住
み
、
十
六
歳
の
と
き
父
命
に
従
っ
て
、
伊
予
大
洲
藩
の
蔵
屋
敷
留
守
居
、
岸
田

源
之
進
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
源
之
進
が
退
け
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
再
び
本
姓
に
復
し
て
大
阪
に
来
住
し
、
（
三
宅
）
石
庵
に
従
っ
て
一
意
専
心
学

問
に
従
事
し
た
」
。

『
史
学
』
第
四
十
九
巻
第
二
・
三
号
「
臼
杵
図
書
館
蔵
福
沢
先
生
遺
籍
解
題
初
稿
」

3 



。。

「
帆
足
万
里
修
辞
通
一
冊
写
本
別
訓
×

1
m

唱

E
ム

巻
末
に
「
文
化
十
二
年
乙
亥
写
之
」
と
あ
り
、
「
青
柳
堂
」
名
入
罫
紙
。

豊
後
日
出
の
大
儒
、
帆
足
万
里
（
一
七
七
八
l
一
八
五
二
）
の
漢
詩
文
を
作
る
上
で
の
実
践
的
な
理
論
書
。
「
復
文
起
稿
」
の
教
え
に
特
色
が
あ

る
。
「
初
学
者
は
ま
ず
叙
事
を
学
び
、
つ
い
で
議
論
に
入
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。
和
漢
の
大
家
を
批
評
し
て
筆
鋒
き
わ
め
て
鋭
い
。
」
万
里
は

但
保
と
東
涯
に
は
同
情
的
で
あ
る
。
豊
前
・
豊
後
で
は
一
般
的
に
但
保
・
東
涯
お
よ
び
折
衷
学
の
系
統
が
化
政
・
天
保
・
幕
末
に
お
い
て
強
い
。
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